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⽇中⾦融円卓会合（Japan-China Financial Roundtable）
 両国のマクロ経済に関する政策課題について意⾒を交換することで、その知⾒を共有する
 両国の⾦融経済⾯のネットワーク強化を通じて、政策当局や実務家、研究者の交流を活発化する

 野村総合研究所と中国⾦融40⼈論壇（China Finance 40 Forum：概要
後述）との共催により、両国の政策課題に関する意⾒交換の場を設ける

 両国の⾦融経済に関する重要な政策課題を柔軟に取り上げる
−短期だけでなく中⻑期的な視点からのテーマも取り上げる

 コロナの収束を踏まえて、東京と北京での交互の開催に復帰する
−双⽅の専⾨家が講演を⾏い、参加者が⾃由討議する形
−議論は議事概要として事後的に公開する

会議の位置づけ

取り上げるテーマ

会議の運営

参加者  ⽇中双⽅の政策当局や⾦融機関、調査機関等から専⾨家を講師ならびに
参加者として招聘する
−講師以外の参加者の便宜を考慮し、リモートでの参加も可能とする

⽇中⾦融円卓会合の概要
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中国を知るニーズ
 ⾦融経済は急速に変化

−⽶中摩擦と東⻄分断
−⾦融経済活動のデジタル化
−産業構造の変化と⾦融システム
の不安定性の残存

 タイムリーで正確な認識が不可⽋
−NRIと⽇本にとって重要な拠点
であり市場でもある

−中国の政策変更は⼤きな影響⼒

 適切な⾦融経済政策の促進
−景気刺激と⾦融安定のバランス
−イノベーションによる構造改⾰
−⼈⼝⾼齢化と経済成⻑
−⾦融仲介の⾼度化と⾦融監督

 ⽇本の経験や知⾒の有⽤性の⾼さ
−市場と規制の中間的アプローチ
−中国の⾦融経済への理解の深さ

中国を変える意義

中国の政策や制度の形成
に関する的確な情報や知
⾒を先⾏的に獲得

⽇本企業や政策当局の中
国への対応に関する⾏動
に貢献

 中国の⾦融経済の動向とそれに関わる政策や制度の⽅向性の迅速で的確な把握
 ⽇本企業のリスクマネジメントにおいてベースとなる情報や知⾒の共有

 関係当局の参加（財務省、⽇本銀⾏、経済産業省、⾦融庁）
 ⽇本の⾦融経済に関する政策や制度についての調査の蓄積

 ⽇本の専⾨家に対する広範なネットワーク

⽇中⾦融円卓会合の⽬的や趣旨
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会合 テーマ 中国の政策課題
第1回
（2012年6⽉：北京） ・90年代の⾦融バブルの原因と危機対策 ・不良債権への対応と⾦融システム安定の維持第2回
（2013年6⽉：北京）
第3回
（2014年6⽉：北京）

・⻑期に亘る低成⻑と低インフレの特徴と政策対応
−第9回の後半は⼈⼝⾼齢化の影響と政策対応 ・⼈⼝⾼齢化による経済成⻑の減速への対応

第4回
（2015年3⽉：北京）
第6回
（2016年6⽉：東京）
第9回
（2019年6⽉：北京）
第5回
（2015年6⽉：北京） ・事業法⼈や⾦融機関の海外進出の特徴と政策対応 ・「⼀帯⼀路」政策の企画

第7回
（2017年6⽉：北京） ・中⼩企業⾦融を巡る課題と政策対応 ・デジタル化による「⾦融包摂」

第8回
（2018年6⽉：東京） ・⽇⽶貿易摩擦の展開や政策対応 ・⽶中摩擦への対応第9回
（2019年6⽉：北京）
第10回
（2020年6⽉：リモート） ・新型コロナウイルスの影響とサプライチェーンの再構築 ・中国経済圏の再構築

第11回
（2020年11⽉：リモート） ・中央銀⾏デジタル通貨の展望と課題 ・デジタル通貨の技術やサービスの競争⼒獲得

第12回
（2021年6⽉：リモート） ・⽇本の成⻑戦略とグリーン（トランジション）ファイナンスの促進 ・中国経済の構造改⾰と成⻑⼒の維持

第13回
（2022年6⽉：リモート） ・ポストコロナの財政・⾦融政策と経済成⻑の回復 ・東⻄対⽴の深刻化の下での成⻑⼒の維持

（参考）「⽇中⾦融円卓会合」の開催実績（2022年まで）
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本年の年次会合（第14回会合）では、①経済構造の⾼度化に向けて両国が直⾯するハイテク産業の育成や
エネルギー構造の転換といった課題への対応、②コロナの収束を踏まえた持続的な経済成⻑に向けた⾦融経済
政策の運営の⼆つのテーマを取り上げた。⽇本国内の中国専⾨家が対⾯で出席したほか、両国の⾦融機関、
政策当局、調査機関の幹部がオンラインで参加した。

2023年の年次会合（7⽉1⽇に東京で開催）

テーマ1：産業政策の新たな役割と展望
司会：井上哲也 野村総合研究所シニアチーフリサーチャー

14:00-14:15 コメント：肖鋼（前証券監督管理委員会主席）

14:15-14:30 コメント：張斌（中国社会科学院世界経済・政治研究所副所⻑）

14:30-14:45 コメント：中空⿇奈（BNPパリバ証券グローバルマーケット統括本部
副会⻑、経済財政諮問会議議員）

14:45-15:00 コメント：柴⽥聡（地域経済活性化⽀援機構常務）

15:00-16:00 ⾃由討議

テーマ2：ポストコロナの経済成⻑に向けた政策対応
司会：王海明 中国⾦融四⼗⼈論壇秘書⻑

16:10-16:25 コメント：余永定（中国社会科学院学部委員、上海浦⼭新⾦融
発展基⾦会会⻑）

16:25-16:40 コメント：⾼善⽂（安信証券⾸席エコノミスト）

16:40-16:55 コメント：岩⽥⼀政（⽇本経済研究センター理事⻑）

16:55-17:10 コメント：福⽥慎⼀（東京⼤学⼤学院経済学研究科教授）

17:10-18:00 ⾃由討議
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テーマ 問題意識 想定論点

産業政策の
新たな役割と

展望

・⽇中両国はともにハイテク産業の育成やエネルギー構造
の転換といった共通の課題に直⾯している。
・こうした課題は、経済成⻑⼒の強化とともに、気候変動
への円滑な対応、経済のデジタル化の促進、地域間の
経済格差の是正、戦略物資・サービスの確保といった経
済構造の⾼度化に関する多様な要素と関連している。
・これらの領域では、イノベーションの促進やその成果の活
⽤が不可⽋であるだけに、政策当局と⺠間事業者との
適切な連携が求められる。
・同時に、課題を克服する上では、リスクマネーの円滑な
供給が求められる。

・両国の政策当局は、経済成⻑の促進という⼤きな⽬
標に向けて、ハイテク産業の育成やエネルギー構造の転
換といった要素をどう位置付けているか。
・様々な課題を克服するために、政策当局はどのような
役割を担うべきか。また、⺠間事業者とどのように役割を
分担すべきか。
・経済成⻑の促進に不可⽋となるリスクマネーの供給に
はどのような課題があるか。その克服に向けて、主なステー
クホルダーはどのような役割を果たすべきか。
・これらの点に関して、両国の過去の取り組みの中でどの
ような事例が参考となるか。

ポストコロナの
経済成⻑に

向けた政策対応

・⽇中両国はコロナの影響から脱しつつあるが、⽶欧経
済の減速に加え、コロナ前からの構造的な問題に再び直
⾯している。
・このうち中国には、不動産問題を中⼼とする⾦融安定
の課題が残存しているほか、財政を含む地域間の経済
格差がむしろ鮮明になっている。
・⽇本でも、コロナ対策の終了に伴う中⼩企業の持続可
能性の低下や、労働市場の構造変化による⼈⼿不⾜が
経済回復を阻害するリスクが意識されている。
・こうした課題を克服して持続的な経済成⻑を実現する
には、⾦融経済に関する幅広いポリシーミックスの運営が
求められる。

・両国が持続的な経済成⻑を実現する上で、当⾯の間
に克服すべき重要な課題はどのようなものか。
・そうした課題を克服する上で、⾦融政策や財政政策の
ようなマクロ政策はどのような制約に直⾯しているか。また、
政策運営に関して修正すべき点は何か。
・⾦融が経済の新陳代謝を促進する役割を担う上では、
政策当局と⺠間事業者のそれぞれにおいて、どのような
対応が有効となるか。
・これらの点に関して、両国の過去の取り組みの中でどの
ような事例が参考となるか。

（参考）各テーマの問題意識と想定論点
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CF40との合意に基づき、特別会合をグリーンファイナンス（特にトランジションに焦点を置く）をテーマに開催した。
会合には、⽇中双⽅の政策当局、⾦融機関、調査機関等から合計約80名の専⾨家が参加し、気候変動対応
のアプローチの⽐較や資⾦調達の現状と課題等について意⾒を交わした。

（参考）特別会合（2023年2⽉開催）

司会：井上哲也 野村総合研究所シニア研究員

⽇本におけるトランジションファイナンス リードコメント：⾼⽥英樹（⾦融庁総合政策局総合政策課⻑）

中国のカーボンニュートラルに向けた⾦融 リードコメント：徐林（CHINA-US GREEN FUND社⻑）

⾃由討議 参加者を含む質疑応答
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（参考）準備会合（2023年3⽉開催）
 2023年度の年次会合における想定テーマのうち、中国経済の中⻑期的な成⻑⼒の課題や対応について、⽇本
側の専⾨家（政策当局、⾦融機関、調査機関等）を招聘し、論点の整理を兼ねた準備会合を開催した。議
事の概要はNRIホームページに掲載した。

司会：井上哲也 野村総合研究所シニア研究員

地⽅財政や地域経済の動態の視点 リードコメント：岡嵜久美⼦（キヤノングローバル戦略研究所 シニアフェロー）

⼈⼝問題や地域間の⼈⼝動態の視点 リードコメント：福本智之（⼤阪経済⼤学 経済学部教授）

⾃由討議 参加者を含む質疑応答




